
安心して楽しむことができる自然豊かな沼津の海
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⃝常任委員会（総務、文教産業、民生病院、建設水道）
　所管事務調査について報告します　� �P.10

委員会レポート委員会レポート

市政について問う！市政について問う！
⃝15人の議員が一般質問を行いました　� �P.4〜8

⃝令和３年度沼津市一般会計補正予算（第４回）をはじめとする
　新型コロナウイルス感染症対策予算の内容　� �P.2

海開き安全祈願海開き安全祈願

井田井田
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ピックアップピックアップ
議会議会　６月定例会では、新型コロナウイルス感染症対策の拡充に関する様々な議案を審

議し、いずれも原案のとおり議決しました。

住民税非課税世帯と同等の収入となった世帯で、①
②の両方に当てはまる世帯を対象としている。
学習環境保全対策支援事業の内容は。
学校以外での学習の場における感染防止対策を図る
ため、小中学生や高校生を対象とした学習塾、英語
教室などを運営している事業者等に対し、感染症対
策に係る経費として１施設当たり上限 10万円、１
事業者当たり最大 50万円を補助するものである。

問
答

子育て世帯生活支援特別給付金（その他世帯分）の
支給対象は。
本給付金を既に受領済みであるひとり親世帯を除い
た①令和３年３月 31日時点で 18歳未満の子（特
別児童扶養手当対象児童の場合は 20歳未満）を養
育する世帯、②令和３年度の住民税（均等割）が非
課税の世帯、または、令和３年１月１日以降、新型
コロナウイルス感染症の影響を受けて収入が急変し、

問

答

一般会計予算決算委員会での主な質疑

令
和
三
年
度
沼
津
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
四
回
）
を
は
じ
め
と
す
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
予
算
の
内
容

新型コロナウイルス感染症対策予算の主な内容

●公立保育所等運営経費� 340 万円

●新型コロナウイルスワクチン接種事業費
� 1 億 2,900 万円

●子育て世帯生活支援特別給付金
� 1 億 2,110 万 2,000 円

●民間保育所等運営支援事業費
� 1,480 万円

●東京 2020オリ・パラ推進事業費
� 400 万円

●学習環境保全対策支援事業費
� 1,900 万円

●放課後児童クラブ運営事業費� 780 万円

マスクや消毒液などの衛生用品の購入や購入
費用に対する補助 ●沼津の魅力満喫事業費� 300 万円

市内宿泊施設を利用したワーケーションに取
り組む市外企業等に対する補助

子育て世帯生活支援特別給付金（ひとり親世
帯分）児童１人当たり 5万円

集団接種会場の規模拡大に伴う接種会場運営
業務委託料、コールセンターの回線増強、会
場使用料ほか

フェンシングフルーレ日本代表チームとカナ
ダ代表チームの事前合宿受入れ時の追加のコ
ロナ対策に係る経費

学習塾等に設置するパーティションや空気清
浄機などの感染症対策用品購入に対する補助

議第 55号
令和３年度沼津市一般会計補正予算
（第５回）

●子育て世帯生活支援特別給付金
� 1 億 4,260 万 2,000 円

子育て世帯生活支援特別給付金（その他世帯
分）児童１人当たり 5万円

議第 52号
令和３年度沼津市一般会計補正予算
（第４回）

認第９号
専決処分の報告及びその承認（令和３
年度沼津市一般会計補正予算（第２回））

認第 10号
専決処分の報告及びその承認（令和３
年度沼津市一般会計補正予算（第３回））
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主な議案一覧

　第９回（６月）定例会は、６月７日から６月 28日までの 22日間にわたり開催しました。この
定例会では、令和３年度補正予算議案等 33件と議員提出議案５件を審議し、いずれも原案のとお
り議決しました。
　また、15人の議員によって一般質問が行われ、活発な議論が交わされました。（P.4 ～８）
　さらに、常任委員会などの各委員会の委員が新たに選任されました。（P.9）
　この定例会の主な内容を紹介します。

6 月定例会の主な内容

議　案　名 内　　　　容 議決結果

条　
例

議第 46号
沼津市職員の服務の宣誓に関す
る条例の一部改正

■�職員の服務の宣誓に関する規定を改めるほか、会計年度任用職員の服務の宣
誓に関する規定を追加します

職員の服務の宣誓に関する政令の一部改正に倣い、押印及び対面の手続を削除
するほか、会計年度任用職員の服務の宣誓に関する規定を追加するものです。

可決

議第 47号
沼津市税賦課徴収条例等の一部
改正

■地方税法等の一部改正に伴い、所要の改正を行います
地方税法等の一部改正に伴い、土地に係る固定資産税及び都市計画税の令和 4
年度又は令和 5年度における負担調整措置を定めるとともに、個人市民税に
おける住宅借入金等特別税額控除の特例の適用期限の延長を行うほか、所要の
改正を行うものです。

可決

議第 48号
沼津市固定資産評価審査委員会
条例の一部改正

■審査申出書への押印及び口述書への署名押印を廃止します
押印等を求める手続の見直しのため、審査申出書及び口述書に関する規定を改
めるものです。

可決

議第 49号
沼津市介護保険条例の一部改正

■介護保険料の所得段階を区分する基準所得金額を改めます
介護保険法施行規則の一部改正に伴い、保険料率の区分における基準所得金額
を改めるものです。

可決

議第 50号
沼津市営住宅条例の一部改正

■老朽化した千本住宅を廃止します
令和 3年 6月 30 日をもって千本住宅を廃止することに伴い、沼津市営住宅
条例を一部改正するものです。

可決

議第 51号
沼津市病院事業の設置等に関す
る条例の一部改正

■市立病院の診療科名を変更します
診療科目のうち、神経内科を脳神経内科に名称変更するものです。 可決

予　
算

議第 52号
令和 3年度沼津市一般会計補
正予算（第 4回）

■�12 億 2,054 万 4,000 円を追加し、予算総額は 737 億 2,285 万円となり
ます
追加するものは、岡宮北土地区画整理事業費 9億 2,000 万円、道路維持事業
費 6,214 万 6,000 円が主なもので、財源としては、それぞれの特定財源のほ
か、一般財源として繰越金をもって充てるものです。

可決

議第 55号
令和 3年度沼津市一般会計補
正予算（第５回）

■ 1億 2,900 万円を追加し、予算総額は 738億 5,185 万円となります
追加するものは、新型コロナウイルスワクチン接種事業費 1億 2,900 万円で、
財源としては、国庫補助金をもって充てるものです。

可決

人　
事

認第 11号～認第 14号
人権擁護委員推薦の同意

令和 3年 9月 30 日をもって任期満了となる小林台在住の若
わか

松
まつ

春
はる

子
こ

氏、大岡
在住の青

あお

木
き

峯
みね

子
こ

氏、井出在住の栗
くり

田
た

惠
けい

市
いち

氏、南本郷町在住の森
もり

本
もと

耕
こう

太
た

郎
ろう

氏を再
任の委員として推薦するものです。

同意

認第 15号
固定資産評価員選任の同意 前税務長の辞任に伴う後任として、現税務長の遠

えん

藤
どう

昭
あき

男
お

氏を選任するものです。 同意

認第 16号
監査委員選任の同意 議会選出の監査委員に片

かた

岡
おか

章
しょう

一
いち

議員を選任するものです。 同意

☆このほかの議案については、沼津市議会のホームページを御覧ください。 沼津市議会 検索
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地
域
生
活
支
援
拠
点
等
に
お
い
て
、

障
害
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
が
担
う

役
割
は
。

福
祉
事
務
所
長
／
障
害
者
基
幹
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
生
活
支
援
の
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
や
関
係
機
関
と
の
連
絡
・

調
整
な
ど
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
特

に
、
地
域
生
活
支
援
拠
点
等
の
機
能
の
う

ち
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所
の

協
力
が
必
要
と
さ
れ
る
体
験
の
機
会
・
場

の
提
供
や
緊
急
時
の
受
入
れ
・
対
応
の
充

実
に
つ
い
て
主
導
的
役
割
を
担
う
も
の
で

あ
る
。犯

罪
に
巻
き
込
ま
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

問
※1

答問
ポ
イ
捨
て
や
不
法
投
棄
ご
み
の
削
減

の
た
め
、
市
民
協
働
に
よ
る
環
境
美
化
活

動
を
さ
ら
に
推
進
す
る
取
組
は
。

生
活
環
境
部
長
／
ぬ
ま
づ
ま
ち
ピ
カ

応
援
隊
制
度
や
市
内
一
斉
ク
リ
ー
ン
週
間

な
ど
の
環
境
美
化
活
動
を
引
き
続
き
実
施

す
る
ほ
か
、
令
和
三
年
度
は
、
新
た
に
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
、
市
内
で
実
施

問答

心
身
や
経
済
に
大
き
な
痛
手
を
被
っ
た
、

犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
等
へ
の
支
援
を

行
う
条
例
制
定
の
考
え
は
。

市
長
／
犯
罪
被
害
者
等
は
、
身
体
へ

の
直
接
的
な
被
害
だ
け
で
な
く
、
精
神
の

不
調
や
経
済
的
な
困
窮
な
ど
様
々
な
問
題

に
直
面
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な

状
況
に
寄
り
添
い
、
犯
罪
被
害
者
等
が
一

日
も
早
く
平
穏
な
暮
ら
し
を
取
り
戻
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
支
援
に
係
る
基
本
理

念
、
市
及
び
市
民
等
の
責
務
、
相
談
及
び

情
報
の
提
供
、
見
舞
金
の
支
給
等
に
つ
い

て
規
定
す
る
条
例
を
令
和
三
年
度
中
に
制

定
し
、
支
援
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

答活
動
を
広
く
紹
介
す
る
こ
と
で
、
環
境
活

動
の
輪
を
広
げ
る
取
組
を
実
施
し
て
い
る
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
多
様
性
に
対
す
る
配

慮
と
し
て
学
生
服
選
択
制
を
採
用
す
る
考

え
は
。教

育
長
／
戸
籍
上
の
性
に
即
し
た
制

服
の
着
用
に
苦
痛
を
感
じ
る
生
徒
へ
の
配

慮
と
し
て
、
学
生
服
の
在
り
方
は
検
討
の

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
制
服
に
つ

い
て
は
校
則
で
定
め
て
お
り
、
今
後
、
各

学
校
が
校
則
を
見
直
す
際
な
ど
に
は
、
制

服
に
つ
い
て
も
、
学
校
、
生
徒
及
び
保
護

者
の
理
解
が
相
互
に
深
ま
る
よ
う
情
報
提

供
等
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問答

障害者基幹相談支援センターが
担う役割は

市民協働による　　　　
環境美化活動の推進策は

尾
藤
　
正
弘

村
木
　
　
豊

市 政 に つ い て

問 う！

一
般
質
問

第
九
回
（
六
月
）
定
例
会
で
は
、
十
五
人

の
議
員
が
市
政
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

議員名 主な質問項目 掲載頁

尾藤　正弘 地域生活支援拠点等、犯罪被害者等の支援、香貫山の活用 ４

村木　　豊 環境美化政策、学生服の必要性と選択制 ４

霞　　惠介 要支援児童生徒への対応策、産後ケア事業と妊産婦へのサポート ５

梶　　泰久 シトラスリボン、コロナ対策条例、避難情報、避難行動要支援者 ５

渡部一二実 新型コロナウイルスワクチン接種事業 ５

井原三千雄 沼津の宝　愛鷹山麓 ５

小澤　　隆 ｅスポーツについて、ＬＩＮＥの業務使用に関する問題 ６

渡邉　博夫 ＳＤＧｓ、ユネスコスクール、ダイバーシティー、ヤングケアラー 6

小泉　宣子 農福連携、コロナ禍により影響を受けている女性への支援 6

平野　　謙 性的少数者に対する施策、在住外国人に対する支援 6

大場　豪文 原・浮島地区の観光振興、令和４年ＮＨＫ大河ドラマの活用 ７

岡田　進一 市街地上空の飛行訓練、土地利用規制法 7

川口　三男 中心市街地の現状と対応策、フェンシングのまちづくり 7

山下富美子 中学校の校則の見直し、地域防災の女性参画、避難行動要支援者名簿 7

梅沢　　弘 空き家を活用した移住施策、市長提案による住民投票 ８

※議員名の下のＱＲコードを読み取ると、各議員の一般質問の録画映像が視聴できます。
※文面中の波線（　　　）については、P.8 の用語解説を御覧ください。

す
る
環
境

活
動
に
関

す
る
写
真

の
投
稿
を

募
集
し
、

こ
れ
ら
の

▲�ぬまづまちピカ応援隊制度
のシンボルマーク

全ての質問項目（通告一覧）はこちら
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
つ
い
て
、
①
高
齢
者
へ
の
接
種
の
状

況
は
。
②
四
月
二
十
二
日
か
ら
開
始
し
た

高
齢
者
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
第
一
次
予
約

時
に
は
電
話
が
つ
な
が
り
に
く
い
な
ど
の

混
乱
が
見
ら
れ
た
が
、
混
乱
の
少
な
い
予

約
手
続
の
確
立
に
向
け
た
取
組
は
。

市
民
福
祉
部
長
／
①
本
市
に
お
け
る

高
齢
者
へ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
状
況
に
つ
い
て
は
、
令
和
三

年
六
月
十
三
日
時
点
で
、
一
回
目
接
種
済

み
が
一
万
九
千
二
百
二
十
人
で
高
齢
者
全

体
の
三
十
・
二
％
、
二
回
目
接
種
済
み
が

二
千
百
八
十
人
で
高
齢
者
全
体
の
三
・
四

問答

発
達
障
害
の
可
能
性
が
あ
る
児
童
生

徒
を
早
期
に
発
見
し
、
対
応
す
る
た
め
の

小
中
学
校
に
お
け
る
取
組
は
。

教
育
長
／
学
習
状
況
や
学
校
生
活
に

お
い
て
、
児
童
生
徒
に
気
に
な
る
表
れ
が

見
ら
れ
た
場
合
や
保
護
者
か
ら
の
相
談
な

ど
が
あ
っ
た
際
に
は
、
特
別
支
援
教
育
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
資
格
を
持
つ
教
職
員

を
中
心
に
ケ
ー
ス
会
議
を
開
催
し
た
後
、

医
師
や
臨
床
心
理
士
が
該
当
児
童
生
徒
を

観
察
・
協
議
し
た
上
で
、
市
が
就
学
支
援

委
員
会
を
開
催
し
、
で
き
る
限
り
早
期
の

段
階
で
、
発
達
障
害
に
係
る
通
級
指
導
教

室
へ
の
入
級
に
つ
な
げ
て
い
る
。

問答

愛
鷹
山
麓
に
つ
い
て
、
①
そ
の
地
域

資
源
に
対
す
る
本
市
の
認
識
は
。
②
林
業

と
農
業
の
現
状
に
対
す
る
認
識
は
。

市
長
／
①
愛
鷹
山
麓
は
、
豊
か
な
自

然
に
恵
ま
れ
、
本
市
を
代
表
す
る
地
域
ブ

ラ
ン
ド
で
あ
る
ぬ
ま
づ
茶
や
あ
し
た
か
牛

の
産
地
で
あ
る
ほ
か
、
高
尾
山
古
墳
な
ど

の
貴
重
な
文
化
財
も
存
在
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
地
域
資
源
は
、
市
内
外
に
誇
れ
る

宝
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
最
大
限
に
活
用
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

産
業
振
興
部
長
／
②
林
業
に
つ
い
て
は
、

木
材
価
格
の
低
迷
に
伴
う
生
産
活
動
の
停

問答

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
視
野
に
入
れ
た

ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、
シ
ト
ラ
ス
リ
ボ
ン

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
賛
同
し
、
本
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
趣
旨
を
啓
発
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

本
市
の
認
識
は
。

市
長
／
シ
ト
ラ
ス
リ
ボ
ン
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
誹
謗
中
傷
や
差
別
、
偏
見
を
な
く

し
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
上
で
重
要
な
取
組
で
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
、
市
内
に
お
い
て
は
、

小
中
学
校
で
児
童
生
徒
な
ど
が
作
成
し
た

リ
ボ
ン
を
高
齢
者
介
護
施
設
や
地
区
セ
ン

タ
ー
に
届
け
る
ほ
か
、
事
業
者
が
独
自
に

問答

％
で
あ
る
。
②
五
月
二
十
五
日
か
ら
開
始

し
た
高
齢
者
へ
の
接
種
の
二
次
募
集
に
当

た
っ
て
は
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
電
話
回

線
を
増
設
す
る
と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
予
約
の
活
用
を
勧
奨
す
る
チ
ラ
シ
の

全
戸
配
布
や
予
約
方
法
の
動
画
配
信
、
地

区
セ
ン
タ
ー
等
へ
の
予
約
相
談
員
の
配
置

な
ど
を
実
施
し
、
一
部
電
話
が
つ
な
が
り

に
く
い
状
況
は
あ
っ
た
が
、
多
数
の
予
約

が
確
保
で
き
た
。
今
後
予
定
し
て
い
る
高

齢
者
以
外
の
予
約
に
お
い
て
も
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
予
約
の
活
用
に
つ
い
て
、
市
民

の
協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
周
知
を
図
っ

て
い
く
。

発
達
障
害
児
へ
の
教
育
施
策
は
。

教
育
長
／
発
達
障
害
に
対
す
る
理
解

や
診
断
基
準
の
普
及
等
に
よ
り
、
発
達
障

害
と
診
断
さ
れ
る
児
童
生
徒
が
増
加
す
る

中
、
発
達
の
程
度
に
寄
り
添
っ
た
適
切
な

支
援
体
制
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
、
児
童

生
徒
の
健
全
な
育
成
に
欠
か
せ
な
い
も
の

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。そ
の
た
め
、通

常
学
級
に
在
籍
す
る
発
達
障
害
を
有
す
る

児
童
生
徒
へ
の
指
導
の
充
実
を
図
る
た
め
、

五
つ
の
小
中
学
校
に
お
い
て
、
七
つ
の
通

級
指
導
教
室
を
開
設
し
て
お
り
、
発
達
障

害
の
児
童
生
徒
数
の
増
加
に
合
わ
せ
て
、

開
設
校
や
開
設
教
室
を
増
や
し
て
い
く
。

問答

滞
に
よ
り
伐
採
時
期
を
過
ぎ
た
ヒ
ノ
キ
が

多
く
存
在
し
て
お
り
、
ま
た
、
農
業
に
つ

い
て
は
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
後
継

者
不
足
に
伴
い
荒
廃
農
地
が
増
加
す
る
な

ど
、
い
ず
れ
も
厳
し
い
状
況
に
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
本
市
と
し
て
は
、
愛
鷹
山
麓

に
お
け
る
農
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
販

リ
ボ
ン
を
製
作
し
、
販
売
す
る
な
ど
の
啓

発
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
本
市
と
し
て

も
、
今
後
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
へ
の
賛
同
を
表
明
す
る
と
と
も

に
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
係
る
取
組
を
進

め
て
い
る
市
内
の
団
体
等
を
紹
介
し
て
い

く
。
ま
た
、
公
共
施
設
等
で
啓
発
チ
ラ
シ

の
配
布
を
行
う
と
と
も
に
、
広
報
ぬ
ま
づ

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
周
知
・
啓
発
を
図
る

ワクチン接種における　　　　
混乱の少ない予約手続の確立は

発達障害児への支援策は

大きな発展の可能性を秘めた
愛鷹山麓に対する認識は

シトラスリボンプロジェクトへの
賛同と啓発に対する本市の認識は

渡
部
　
一
二
実

霞
　
　
惠
介

井
原
　
三
千
雄

梶
　
　
泰
久

一 般 質 問市政について問う！

▲愛鷹山麓に広がる茶畑は
　美しい景観を創り出す　

こ
と
に
よ
り
、

本
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
へ
の
賛

同
の
輪
を
広

げ
て
い
く
。

路
拡
大
や
生
産
性
向

上
の
た
め
の
農
地
集

積
及
び
基
盤
整
備
を

引
き
続
き
実
施
す
る

な
ど
、
担
い
手
の
確

保
や
荒
廃
農
地
の
解

消
に
努
め
て
い
く
。
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コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
影
響
を
受
け
て
い

る
女
性
へ
の
支
援
と
し
て
、
生
理
用
品
の

無
償
配
布
を
行
う
考
え
は
。

福
祉
事
務
所
長
／
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

に
よ
り
困
窮
状
態
に
あ
る
女
性
の
負
担
軽

減
を
図
る
た
め
、
本
市
で
は
、
令
和
三
年

問答

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
本
市
の
認
識
は
。

産
業
振
興
部
長
／
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
は
、

年
齢
や
性
別
等
に
関
係
な
く
、
対
等
な
条

件
で
競
う
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
時
間
や

場
所
の
制
約
を
受
け
な
い
手
軽
さ
か
ら
、

若
者
の
み
な
ら
ず
幅
広
い
層
へ
の
広
が
り

が
期
待
で
き
る
た
め
、
集
客
や
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
効
果
に
着
目
し
、
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
等
に
取
り
組
む
事
例
が
見
ら
れ
て
い
る
。

本
市
に
お
い
て
は
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け

る
先
進
都
市
で
の
取
組
や
有
用
性
な
ど
の

把
握
に
努
め
、
地
域
の
活
性
化
や
産
業
振

興
な
ど
の
ま
ち
づ
く
り
で
の
活
用
に
向
け
、

研
究
し
て
い
く
。

問答

性
的
少
数
者
が
生
き
や
す
い
社
会
を

つ
く
る
た
め
の
施
策
と
し
て
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
制
度
を
導
入
す
る
考
え
は
。

企
画
部
長
／
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制

度
は
、
性
的
少
数
者
の
カ
ッ
プ
ル
が
婚
姻

相
当
の
関
係
に
あ
る
こ
と
を
自
治
体
が
認

証
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
認
証
さ
れ
た
当

事
者
が
ど
の
よ
う
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
で
き
る
の
か
な
ど
に
つ
い
て
十
分
に
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
今
後
、
国
や

県
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、
調
査
研
究
を

行
っ
て
い
く
。

本
市
に
も
多
く
の
外
国
人
が
居
住
し

て
い
る
が
、
多
文
化
共
生
社
会
に
対
す
る

問答問

国
連
が
掲
げ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
に

向
け
た
本
市
の
取
組
は
。

市
長
／
第
五
次
沼
津
市
総
合
計
画
の

基
本
計
画
に
お
い
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
施

策
の
体
系
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
十
七
の
目
標
を

関
連
づ
け
、
こ
の
目
標
達
成
を
意
識
し
て

取
り
組
む
ほ
か
、
各
種
個
別
計
画
に
お
い

て
も
、
関
連
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
を
記

載
す
る
な
ど
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
意
識
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー
に
対
す
る
本
市

の
認
識
と
今
後
の
取
組
内
容
は
。

企
画
部
長
／
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展

や
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
等
に

問

※2

答問
※3

答

※4

予
定
で
あ
る
。

担
い
手
不
足
の
課
題
を
抱
え
る
農
家

と
コ
ロ
ナ
禍
で
仕
事
が
減
っ
た
障
害
者
就

労
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
対
す
る
認
識
は
。

福
祉
事
務
所
長
／
障
害
者
施
設
が
農

家
等
と
契
約
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
り
施
設
外

就
労
と
し
て
農
作
業
を
行
う
こ
と
は
、
事

業
者
の
労
働
力
不
足
の
解
消
と
障
害
の
あ

る
人
の
就
労
支
援
の
両
面
で
有
効
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
一
方
で
、
限
ら
れ
た

職
員
で
運
営
を
行
っ
て
い
る
施
設
で
は
、

随
行
す
る
支
援
員
の
確
保
な
ど
の
課
題
が

あ
る
た
め
、
今
後
、
関
係
機
関
や
団
体
と

協
議
・
調
整
を
行
い
、
検
討
し
て
い
く
。

問答本
市
の
認
識
は
。

企
画
部
長
／
本
市
で
は
、
第
五
次
沼

津
市
総
合
計
画
に
お
い
て
、
ま
ち
づ
く
り

の
柱
の
一
つ
に
、
自
分
ら
し
い
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
を
実
現
で
き
る
ま
ち
を
掲
げ
、
多

様
性
を
認
め
合
い
尊
重
す
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
の
基
本

的
な
考
え
の
下
、
在
住
外
国
人
を
含
む
全

て
の
人
が
、
国
籍
や
文
化
の
違
い
な
ど
に

か
か
わ
ら
ず
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、
安

心
し
て
と
も
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
多
文
化
共
生
や
国
際
交
流
な
ど
を
推

進
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

答

よ
り
多
様
な
主
体
が
存
在
す
る
現
代
に
お

い
て
、
互
い
を
理
解
し
価
値
を
認
め
な
が

ら
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
共
生
社
会
の

実
現
を
目
的
と
す
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー

の
考
え
方
は
、
市
政
運
営
に
不
可
欠
な
も

の
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
は
、

第
五
次
沼
津
市
総
合
計
画
の
ほ
か
、
男
女

共
同
参
画
基
本
計
画
等
に
基
づ
き
、
男
女

の
人
権
や
多
様
な
性
の
在
り
方
の
尊
重
、

多
文
化
共
生
の
た
め
の
国
際
理
解
と
協
調
、

働
き
方
改
革
、
多
様
な
主
体
で
支
え
合
う

地
域
共
生
の
考
え
方
な
ど
ダ
イ
バ
ー
シ
テ

ィ
ー
の
重
要
性
を
踏
ま
え
た
施
策
を
実
施

し
て
い
く
。

生理の貧困に対する
本市の取組は

ｅスポーツに対する本市の認識は

パートナーシップ制度を
導入する考えは

本市の SDGs の推進に向けた取組は

小
泉
　
宣
子

小
澤
　
　
隆

平
野
　
　
謙

渡
邉
　
博
夫

▲�窓口にあるカードを提示することで
声に出さなくても配布を受けられる

七
月
か
ら
市
役

所
や
市
立
小
中

高
等
学
校
の
保

健
室
な
ど
で
、

生
理
用
品
と
除

菌
ウ
ェ
ッ
ト
テ

ィ
ッ
シ
ュ
を
無

償
で
配
布
す
る

個
人
情
報
の
流
出
が
懸
念
さ
れ
る
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ　
Ｐ
ａ
ｙ
を
本
市
業

務
に
使
用
す
る
こ
と
へ
の
認
識
と
今
後
の

対
応
は
。

企
画
部
長
／
総
務
省
か
ら
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

サ
ー
ビ
ス
等
を
利
用
す
る
際
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
が
出
さ
れ
た
が
、
本
市
が
利
用
し
て

い
る
本
市
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
及
び
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
で
は
、
個
人
情
報
等
を
取

り
扱
っ
て
お
ら
ず
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基

づ
き
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
が
確
保
さ
れ

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
も
こ
れ

ら
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
市
民
の
利
便
性

の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

問答

一 般 質 問市政について問う！
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中
心
市
街
地
に
お
け
る
大
型
百
貨
店

の
撤
退
や
イ
ー
ラ
ｄ
ｅ
の
空
き
店
舗
状
況

に
対
す
る
本
市
の
認
識
は
。

産
業
振
興
部
長
／
大
型
百
貨
店
の
撤

退
は
、
近
年
、
全
国
的
に
相
次
い
で
お
り
、

ま
ち
な
か
に
お
い
て
求
め
ら
れ
る
商
業
の

在
り
方
が
変
化
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

一
方
で
、
リ
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
リ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
の
推
進
に
よ
り
商
店
街
の
空
き

店
舗
は
減
少
し
、
ま
た
、
イ
ー
ラ
ｄ
ｅ
の

空
き
店
舗
に
新
規
出
店
の
相
談
も
出
て
お

り
、
現
在
も
ま
ち
な
か
の
商
業
に
対
す
る

需
要
は
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

本
市
を
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
の
ま
ち
と
位

問答問

原
・
浮
島
地
区
に
あ
る
観
光
資
源
の

活
用
に
つ
い
て
の
認
識
は
。

産
業
振
興
部
長
／
原
・
浮
島
地
区
に

は
、
松
蔭
寺
や
帯
笑
園
な
ど
の
歴
史
的
資

源
を
は
じ
め
、
バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
や

地
引
き
網
な
ど
の
魅
力
あ
る
観
光
資
源
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
地
元
自
治
会
や
商
工
団

体
、
教
育
機
関
な
ど
が
連
携
し
、
観
光
資

源
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
に
つ
い
て
検

討
し
て
き
た
。
そ
の
中
で
、
点
在
す
る
観

光
資
源
の
さ
ら
な
る
連
携
が
必
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

を
図
り
、
観
光
サ
イ
ト
な
ど
に
よ
る
情
報

発
信
を
行
う
と
と
も
に
、
関
係
団
体
や
地

問答

児
童
生
徒
に
理
不
尽
な
ル
ー
ル
を
課

す
ブ
ラ
ッ
ク
校
則
の
見
直
し
が
全
国
的
に

進
ん
で
お
り
、
本
市
に
お
い
て
も
旧
態
依

然
と
し
た
校
則
に
つ
い
て
は
、
社
会
の
変

化
に
適
切
に
対
応
す
る
よ
う
積
極
的
に
見

直
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
本
市
の
認
識
は
。

教
育
長
／
校
則
の
見
直
し
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
も
各
学
校
に
お
い
て
、
児

童
生
徒
の
実
態
や
保
護
者
の
考
え
方
、
地

域
の
状
況
等
を
踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ
て

実
施
し
て
き
て
い
る
が
、
令
和
三
年
六
月

に
文
部
科
学
省
か
ら
校
則
の
見
直
し
に
関

す
る
通
知
が
発
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
学
校
運
営
協
議
会
等
に
お
け
る
議

問答

米
軍
機
が
本
市
上
空
を
頻
繁
に
飛
行

し
て
い
る
が
、
本
市
の
認
識
は
。

財
務
部
長
／
市
民
生
活
の
安
全
を
確

保
す
る
こ
と
は
、
地
方
自
治
体
の
責
務
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ま
で
も
、
静
岡
県
及
び
県
内
基
地
関
係
六

市
一
町
で
組
織
さ
れ
る
静
岡
県
基
地
関
係

連
絡
協
議
会
を
通
じ
て
、
市
民
生
活
の
安

全
を
脅
か
す
よ
う
な
危
険
な
飛
行
を
回
避

す
る
と
と
も
に
、
飛
行
実
態
に
関
す
る
情

報
等
を
国
の
責
任
に
お
い
て
迅
速
か
つ
適

切
に
提
供
す
る
よ
う
国
に
要
望
し
て
い
る
。

ま
た
、
万
一
に
も
市
民
生
活
を
脅
か
す
事

態
が
発
生
し
た
際
に
は
、
国
の
所
管
部
局

問答

元
関
係
者
と
連
携
し
、
こ
の
地
域
な
ら
で

は
の
観
光
振
興
を
図
っ
て
い
く
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
を
活
用
し
た
観

光
振
興
に
お
け
る
取
組
状
況
は
。

産
業
振
興
部
長
／
令
和
四
年
の
Ｎ
Ｈ

Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
は
、
県
東
部
地
域
が
舞
台

と
な
っ
て
お
り
、
ゆ
か
り
の
地
や
人
物
を

有
し
て
い
る
本
市
の
観
光
振
興
に
と
っ
て

絶
好
の
機
会
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
歴
史
的

な
観
光
資
源
の
洗
い
出
し
や
ロ
ケ
地
の
誘

致
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
今
後
は
、

市
内
外
に
情
報
発
信
を
行
う
と
と
も
に
、

民
間
事
業
者
等
と
連
携
し
、
周
遊
ツ
ア
ー

の
計
画
作
成
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

問答

論
を
促
進
し
、
今
後
も
保
護
者
や
住
民
と

一
体
と
な
っ
て
必
要
な
見
直
し
が
図
ら
れ

る
よ
う
、
学
校
に
対
し
て
指
導
・
助
言
を

行
っ
て
い
く
。

校
則
は
ル
ー
ル
を
課
す
こ
と
が
目
的

で
は
な
く
、
子
供
た
ち
が
ル
ー
ル
と
は
ど

う
い
う
も
の
か
を
考
え
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
る
が
、
本
市
の
認
識
は
。

教
育
長
／
学
校
生
活
を
よ
り
よ
い
も

の
に
す
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が

必
要
か
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き
る
子

供
た
ち
が
自
ら
判
断
し
自
ら
行
動
に
移
せ

る
よ
う
な
自
主
・
自
律
の
考
え
を
持
つ
こ

と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問答

で
あ
る
防
衛
省
南
関
東
防
衛
局
や
静
岡
県

と
連
携
し
、
在
日
米
軍
に
対
し
、
再
発
防

止
に
つ
い
て
の
申
入
れ
等
を
行
っ
て
い
く
。

令
和
三
年
六
月
に
国
で
可
決
さ
れ
た

重
要
施
設
周
辺
及
び
国
境
離
島
等
に
お
け

る
土
地
等
の
利
用
状
況
の
調
査
及
び
利
用

の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
に
お
け
る
重
要

施
設
に
沼
津
海
浜
訓
練
場
（
今
沢
基
地
）

は
該
当
す
る
の
か
。

財
務
部
長
／
沼
津
海
浜
訓
練
場
（
今

沢
基
地
）
が
重
要
施
設
に
該
当
す
る
か
否

か
に
つ
い
て
、
国
に
問
合
わ
せ
を
し
た
と

こ
ろ
、
問
合
わ
せ
時
点
に
お
い
て
は
決
定

し
て
い
な
い
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。

問答

大型百貨店の撤退やイーラｄｅの
空き店舗に対する認識は

原・浮島地区にある観光資源の
活用についての認識は

中学校の校則の積極的な見直しを

米軍機が本市上空を頻繁に　　　
飛行していることに対する認識は

川
口
　
三
男

大
場
　
豪
文

山
下
　
富
美
子

岡
田
　
進
一

一 般 質 問市政について問う！

置
づ
け
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
効
果
は
。

産
業
振
興
部
長
／
本
市
に
と
っ
て
フ

ェ
ン
シ
ン
グ
は
、
昭
和
三
十
二
年
の
国
体

開
催
を
契
機
に
市
内
で
普
及
促
進
が
図
ら

れ
、
競
技
人
口
の
規
模
か
ら
世
界
と
の
距

離
も
近
く
、
沼
津
の
ま
ち
を
効
果
的
に
発

信
し
、
人
を
呼
び
込
む
こ
と
が
期
待
で
き

る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
日
本
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
協
会
と
連
携
し
、

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
の
ま
ち
と
し
て
の
ブ
ラ
ン

ド
形
成
を
図
り
、
大
会
や
合
宿
の
誘
致
な

ど
を
進
め
、
交
流
人
口
の
拡
大
や
に
ぎ
わ

い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
も
の

で
あ
る
。

答
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一 般 質 問市政について問う！

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
財
政
状
況
の
悪
化

等
を
踏
ま
え
、
鉄
道
高
架
事
業
の
是
非
を

問
う
た
め
に
、
住
民
の
意
見
を
政
策
に
直

接
反
映
で
き
る
住
民
投
票
を
実
施
し
て
、

市
民
の
合
意
を
得
る
こ
と
が
必
要
と
考
え

る
が
、
本
市
の
認
識
は
。

市
長
／
住
民
投
票
は
間
接
民
主
制
を

補
完
す
る
大
変
重
要
な
地
方
自
治
制
度
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
鉄
道
高
架
事

業
を
は
じ
め
と
す
る
沼
津
駅
周
辺
総
合
整

備
事
業
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
の
根
幹

を
な
す
議
会
制
民
主
主
義
に
基
づ
き
、
こ

れ
ま
で
も
議
会
で
議
論
を
繰
り
返
し
て
き

た
ほ
か
、
本
事
業
の
重
要
性
や
必
要
性
に

問答

鉄道高架事業の是非を問う
住民投票を実施する考えは

梅
沢
　
　
弘

用 解語 説

　障害のある人もない人も、互いに支え合い、地域で生
き生きと明るく豊かに暮らしていける社会を目指す理念
のこと。

※４　ノーマライゼーション（P.6）

　国籍、性別、宗教、障害の有無などの属性に分けるの
ではなく、それぞれの違った存在であることを認め受け
入れる社会を目指すこと。

※３　ダイバーシティ（P.6）

　「誰一人取り残さない」持続可能でよりよい社会の実
現を目指す世界共通の目標で 2015 年 9月の国連サミ
ットで採択された。17 のゴールと 169 のターゲット
から構成されている。

※２　SDGs（持続可能な開発目標）（P.6）

　障害者の重度化・高齢化や親亡き後を見据えた居住支
援のための機能を持つ場所や体制を指す。居住支援のた
めの主な機能は、相談、緊急時の受入れ・対応、体験の
機会・場、専門的人材の確保・養成、地域の体制づくり
の５つを柱としている。

※１　地域生活支援拠点等（P.4）

市議会は、議員として市民から選出された代表者により構成され
ており、市民の立場に立って市の政策を決定し、また、決定され
た事柄が適正に執行されているか監視する役割を担っています。

市 議 会 と は

つ
い
て
多
く
の
市
民
と
意
見
交
換
や
議
論

を
行
う
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
通
じ

て
、
市
民
の
皆
様
の
理
解
を
得
て
推
進
し

て
き
た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、

本
事
業
が
争
点
の
一
つ
と
さ
れ
た
市
長
選

を
含
む
様
々
な
選
挙
の
結
果
を
踏
ま
え
る

と
、
本
事
業
の
推
進
に
対
し
賛
同
を
得
ら

れ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、

新
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
用
地
取
得
に
際
し

て
、
本
事
業
推
進
の
た
め
に
貴
重
な
土
地

の
提
供
を
い
た
だ
い
た
地
権
者
の
皆
様
の

思
い
を
受
け
、
一
日
で
も
早
く
完
成
さ
せ

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

住
民
投
票
の
実
施
は
考
え
て
い
な
い
。

市民から提出された請願や陳情を受理・審査し、市民の声を市政に反映させます。請願・陳情の受理

市の仕事が適正に行われているか、市の事務について検査をするほか、
監査委員に監査を請求することができます。

市政の監視

市勢の発展や市民生活の向上のために実現してほしい事柄について、
市議会の意思としてまとめた意見書を国会や関係行政庁等に提出します。

意見書の提出

議長や副議長、選挙管理委員などの選挙を行います。選　　　　挙

市議会の最も基本的な役割で、条例の制定、予算の決定、決算の認定、金額の大きな契約締
結などについて、議会に提出された議案を審議し、決定します。
また、市長が副市長などを任命するときも議会の同意が必要です。

議　　　　決

なるほどなるほど
議会議会

　市には、市の仕事を行うのに必要な予算や条例など、市政の方針を決定
する議決機関（市議会）と、議会の決定に基づいて実際に事業を執行する執
行機関（市長）があります。この２つはそれぞれ独立して対等な立場で、互
いに牽制しつつバランスを保ちながら市民の生活の向上を目指しています。

　市議会には、市民の代表として十分な活動ができるように、様々な権限が与えられています。これに基づいて、市
議会では主に次のようなことをしています。

議会の主な仕事

市議会と市長

市 民
市 民

市議会
（議決機関）

意思決定・市政のチェック

議案の提出

責任

選挙、請願・陳情

選挙、請願・陳情市政の実施

市議会
（議決機関）

市 長
（執行機関）
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議　
席　
番　
号

氏　　名

議　
会　
運　
営　
委　
員　
会

常
任
委
員
会

特
別
委
員
会

協
議
ま
た
は
調
整

を
行
う
た
め
の
場

一

部

事

務

組

合

議

会

会

派

別
総
務
委
員
会

文
教
産
業
委
員
会

民
生
病
院
委
員
会

建
設
水
道
委
員
会

一
般
会
計
予
算
決
算
委
員
会

特
別
会
計
企
業
会
計
予
算
決
算
委
員
会

沼
津
駅
鉄
道
高
架
事
業
推
進
特
別
委
員
会

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

伊
豆
市
沼
津
市
衛
生
施
設
組
合
議
会

駿
東
伊
豆
消
防
組
合
議
会

志
政
会

自
民
沼
津

市
民
ク
ラ
ブ

虹
の
会

公
明
党

日
本
共
産
党
沼
津
市
議
団

未
来
の
風

無
所
属

１ 　浅田美重子 ☆ 〇 〇 〇 〇
２ 　村木　　豊 ☆ 〇 〇 〇 〇 〇
３ 　平野　　謙 〇 〇 〇
４ 　大場　豪文 〇 〇 〇 〇 〇
５ 　小泉　宣子 ☆ 〇 ☆ 〇
６ 　尾藤　正弘 〇 〇 ★ 〇
７ 　久保田吉光 〇 ★ 〇 〇 ★
８ 　霞　　惠介 〇 〇 〇 〇
９ ◇深田　　昇 〇 〇 〇 ★ 〇 〇
10 　市川　道隆 ★ 〇 〇 〇 〇
11 　井原三千雄 〇 ☆ 〇 〇
12 　小澤　　隆 〇 ☆ 〇 〇
13 　加藤　明子 ★ 〇 〇 〇
14 　原　　信也 〇 〇 〇
15 　梅沢　　弘 〇 〇 〇
16 　岡田　進一 〇 〇 〇 〇
17 　江本　浩二 〇 〇 ★
18 　山下富美子 〇 〇 〇 〇
19 □片岡　章一 〇 〇 〇
20 　長田　吉信 〇 〇 〇 ☆ 〇 ★
21 　植松　恭一 ☆ ☆ 〇 〇 ★
22 　水口　　淳 〇 〇 〇
23 　梶　　泰久 〇 ★ 〇 ★
24 　渡部一二実 〇 〇 ★ 〇 〇
25 　渡邉　博夫 ○ 〇 ★ 〇
26 　髙橋　達也 ★ 〇 〇 〇 ★
27 ◆浅原　和美 〇 〇 〇
28 　川口　三男 〇 〇 ★

合計人数 ７ ７ ７ ７ ７ 14 14 ９ ８ ４ ５ ７ ５ ４ ４ ３ ２ ２ １
◆は議長、◇は副議長、□は議会選出の監査委員、★は委員長または会派の代表者、☆は副委員長、○は所属となります。（R3.6.28現在）

　　　 常任委員会などの構成が決まりました !
議会
人事
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４常任委員会の
所管事務調査報告

　常任委員会は、その部門に属する事務に関して調査を行う権
限を持っています。所管事務調査は、市から提案された予算案
や条例案などの議案を審査するのとは違い、常任委員会が自主
的にテーマを設定し、調査を行い、市当局に対し提言するもので
す。今回、この調査報告がまとまりましたのでお知らせします。

委員会
レポート

建設水道
委員会

老朽化する水道管の維持管理・
更新の手法について

認
　
識

本市の一部の水道管については、既に法定耐用年数
を経過している。また、管路経年化率は、全国平均
よりも高く、安心・安全な水を持続的に供給する上
で老朽管への対応が課題となっている。このことか
ら、効率的な管路の更新、整備の手法が求められる。

調
　
査

神奈川県川崎市と福島県会津若松市、愛知県豊田市
の 3市に対しＡＩやＩＣＴを活用した水道管の劣
化予測に関する取組を、静岡県伊東市に対しＡＩや
ＩＣＴを活用した漏水調査に関する取組を、長野県
小諸市に対し多額な費用を要する管路の効率的な整
備手法に関する取組をそれぞれ確認した。

提
　
言

○�災害時におけるライフラインの早期復旧は重要な
ことから、災害復旧協定を締結している沼津市指
定給水工事店協同組合等と引き続き連携を深めて
いくこと。

〇�常にコスト意識を持ち、限られた財源の中で効率
的な管路更新に努めること。

〇�沼津市水道事業ビジョンの確実な進捗に向けて、
目標達成のための具体的な方策を検討すること。

文教産業
委員会 ＩＣＴ教育の推進について

認
　
識

新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、小中
学校が臨時休業となるなど、災害や感染症の発生等
による緊急時においても、ＩＣＴの活用により、全
ての学びを保障できる環境を実現する必要がある。

調
　
査

先進市町や周辺市町に対し、ＩＣＴ機器の持ち帰り
の状況等について、ヒアリングを実施したほか、講
師を招き1人1台端末環境の現状等について学んだ。

提
　
言

○�ＩＣＴの活用について、学校間や学級間で差が出
ることのないよう、教育委員会で活用の状況を把
握し、対応すること。

○�児童生徒の学びの充実や、教員のスキル向上・負
担軽減のため、ＧＩＧＡスクールサポーター（※
２）やＩＣＴ支援員、地域のボランティア等の外
部人材を確保すること。

○�児童生徒用端末の持ち帰りについては、緊急時だ
けでなく平常時においても行えるようにすること。

※２　�ＧＩＧＡスクールサポーター…急速な学校ＩＣＴ化を進める自治体等を支援するた
め、学校におけるＩＣＴ環境整備の設計や使用マニュアルの作成を行う支援員

民生病院
委員会

高齢者の新しい生活様式の下
でのフレイル予防について

認
　
識

新型コロナウイルス感染症の収束の見通しが立たな
い中、感染防止対策を行いながら日常生活を行う
「新たな生活様式」が求められている。フレイル予
防についても、活動を取りやめるのではなく、新た
な生活様式の下、感染防止対策を行いながら活動を
展開していく必要がある。

調
　
査

本市のフレイルサポーターとの意見交換を行ったほ
か、先進自治体に対し文書による調査を実施し、コ
ロナ禍においてもフレイル予防事業を展開していく
ための施策について学んだ。

提
　
言

○�マスクの着用、手指消毒、3密の回避などの感染
防止対策を徹底した上で事業を実施すること。
○�在宅でも継続可能なフレイル予防の普及・啓発に
努めること。
○�大人数での集まりを避けるため、少人数で実施し
ている各地域の通いの場と連携しながら事業の展
開を図ること。
○�参加者が継続してフレイルチェックを行うことが
できるよう、チェック後のフォローについても検
討を行うこと。

総務
委員会

市職員の業務における
ＩＣＴの活用について

認
　
識

人口減少・高齢化が進む中、限られた職員で安定的
に行政を運営するための業務の効率化、また、テレ
ワークやウェブ会議など非常時における業務継続性
の確保などの観点から、ＩＣＴの活用は必要不可欠
である。

調
　
査

令和元年は、行政視察において、ＲＰＡ（※１）に
よる単純作業の自動処理やチャットボットによる市
民からの問合せへの自動応答など業務の効率化に資
する先進事例を学び、令和 2年は、主にテレワー
クの導入事例について、先進自治体に対しヒアリン
グを実施した。

提
　
言

○ＩＣＴの有用性を職員に周知すること。
○ＲＰＡの対象業務の拡大に努めること。
○�テレワークは、働き方改革や業務継続性の確保に
寄与するものであるが、導入に当たり整理すべき
課題もあることから、市当局は引き続き先進事例
の調査研究を行うこと。
○�ＩＣＴは社会情勢の変化に合わせ日々進歩してい
ることから、今後も常に最先端技術について調査
研究を行うこと。

※１　�ＲＰＡ…ロボットによる業務自動化
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　市職員による事務処理ミスが相次いでいることを受け、５
月 31日に、下記の事項について改善を求める申入書を議長
から市長に提出しました。

　６月８日に香貫小学校の６年生 88人が、校外学習
の一環として本会議場を見学し、市議会について勉強
しました。
　なお、新型コロナウイルス感染症に配慮し、４つの
班に分かれて見学しました。

市当局の対応について
市長に申入れを行いました

▲市長へ申入書を提出する正副議長

⃝適正な事務の執行
⃝不祥事や事務処理ミスの再発防止の徹底
⃝発生事案への最大限の対応
⃝市議会への速やかな報告

申入れ内容

小学生が議場を
見学しました！

インターネットで市議会のいろい
ろな情報を発信しています。議員
情報や会議の日程などを掲載して
います。

〇収支報告書　〇支出明細書　〇支出伝票　〇領収書
〇行政視察・研修参加等申請書　〇行政視察・研修参加等報告書

ホームページ公開資料

　議員の調査研究その他の活動の経費の一部として、議員または会派に対し交付されるものです。
　沼津市議会では、条例により、会派に対し交付され、会派所属議員１人当たり年額 48万円（※）です。
※�令和２年度は新型コロナウイルス感染症対策の推進に資するため、前期分の政務活動費の執行を停止しました。
　そのため、後期分（10月分～３月分）のみ交付しています。（１人当たり 24万円）

政務活動費とは

開かれた議会へ 政務活動費の領収書等をホームページで公開しています

議会を 見る 聴く 知る

本会議の過去の録画中継の映像を配信
しています。パソコンやスマートフォ
ンからご覧いただけます。

インターネット議会中継

本会議の会議録のほか、新たに委員会
の会議録を掲載しています。

委員会会議録

市議会ホームページ
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議会だより編集委員会 深田　　昇委 員 長 村木　　豊委 員 大場　豪文委 員 霞　　惠介委 員
小泉　宣子副委員長 市川　道隆委 員 岡田　進一委 員 山下富美子委 員

永年勤続議員表彰される新しい正副議長決まる

前正副議長に感謝状を贈呈

　正副議長の辞職に伴い、6月 7日に選挙を行った
結果、新たに第 86 代議長に浅原和美議員、第 101
代副議長に深田昇議員がそれぞれ当選しました。

　6月 7日に議長を辞職された植松恭一議員（写真
右）、副議長を辞職された加藤明子議員（写真左）に
対し、感謝状を贈呈することが 6月 28日の本会議に
おいて、全員一致で可決され、議会から感謝状が贈ら
れました。

　水口淳議員が議員 20年、深田昇議員、加藤明子議
員、梶泰久議員、渡邉博夫議員（議席番号順）が議員
10年として、全国市議会議長会から永年勤続表彰を
受けました。
　これに対し、議会と市長から感謝状が贈られました。

▲左から渡邉議員、梶議員、植松前議長、加藤議員、
深田議員、水口議員　　　　　　　　　　　　

議長
浅原和美�議員

副議長
深田　昇�議員

議会だより次回発行予定　令和 3年 12月 1日

見やすくよみまちがえにくいユニバーサル
デザインフォントを採用しています。

市立沼津高等学校
１年

木
き

村
むら

美
み

友
ゆ

さん

市立沼津高等学校
中等部３年
川
かわ

𠩤
はら

健
けん

太
た

郎
ろう

さん
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